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アウトライン

1. S-Net/GBIF登録データ作成の流れ

2. 登録データファイルの新しい形式
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－登録データ作成の流れに沿ってー

4. 平成３０年度の標本データ提供
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自然史標本情報データの流れ

国立遺伝学研究所

国立科学博物館

東京大学

９５研究機関・
自然史博物館
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S-Net/GBIF登録データ作成の流れ
登
録
デ
ー
タ

Ｓｔｅｐ１
標本データ
入力

Ｓｔｅｐ２

事前整形

Ｓｔｅｐ３

データ変換

標
本
情
報

標本ラベル
標本目録
表形式ファイル
データベース
標本管理システム

標本データ

ファイル

整形データ

ファイル

S-Net/GBIF

登録データ
ファイル

標本情報から必要
な項目を取り出し、
表形式ファイルに
入力

登録データに合わせ
て、項目の分割や形
式の変換などを行っ
て整形

機関情報等を付加し
S-Net/GBIF登録用
データ形式に変換

・表作成ツール
・データベースツール
・シェルスクリプト
・プログラム など

・データ変換ツール【S-Net】・データ事前整形支援ツール【S-Net】
・自然史研究のための地名辞書
・沿岸地名についての地名辞書
・レッドリスト掲載種の自動判定ツール
・種名リスト など

RENEW

RENEW
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S-Net/GBIF登録データ作成の流れ
登
録
デ
ー
タ

Ｓｔｅｐ１
標本データ
入力

Ｓｔｅｐ２

事前整形

Ｓｔｅｐ３

データ変換

標
本
情
報

管
理
ID

・・・ ＧＢＩＦ

公開
フラグ

レコード種別 機関名 機関名
（日本語）

機関
コード

コレク
ション
コード

カタロ
グ番
号

・・・ 性別 性別

（日本
語）

・・・ 1 PreservedSpecimen Saito Natural 

History Museum
斎藤報恩会自
然史博物館

SNHM Aves 18676 ・・・ male ♂

・・・ 1 PreservedSpecimen Saito Natural 

History Museum
斎藤報恩会自
然史博物館

SNHM Aves 18677 ・・・ female ♀

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

手元にある標本情報をS-Net/GBIF登録形式の表データにする

・・・ 記録年月
日(始め）

・・・ 国 国(日
本語）

国地
域
コード

都道
府県

都道府
県(日本
語）

郡・市区
町村

郡・市区
町村(日
本語）

・・・ 学名 和名 ・・・

・・・ 19890801 ・・・ Japan 日本 JP Miya

gi

宮城県 Kurihara

city

栗原市 ・・・ Gallinago

hardwickii

(Gray)

オオジ
シギ

・・・

・・・ 19890801 ・・・ Japan 日本 JP Miya

gi

宮城県 Kurihara

city

栗原市 ・・・ Gallinago

hardwickii

(Gray)

オオジ
シギ

・・・

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・S-Net/GBIF登録データファイル

（続
き
）

GOAL
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S-Net/GBIF登録データ作成の流れ
登
録
デ
ー
タ

Ｓｔｅｐ１
標本データ
入力

Ｓｔｅｐ２

事前整形

Ｓｔｅｐ３

データ変換

標
本
情
報

標本ラベル

Ｎｏ． 学名 和名 性別 採集地 採集日付

18676 Gallinago hardwickii (Gray) オオジシギ ♂ 宮城県栗原郡若柳 19890801

18677 Gallinago hardwickii (Gray) オオジシギ ♀ 宮城県栗原郡若柳 19890801

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

標本データファイル

Gallinago hardwickii
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S-Net/GBIF登録データ作成の流れ
登
録
デ
ー
タ

Ｓｔｅｐ１
標本データ
入力

Ｓｔｅｐ２

事前整形

Ｓｔｅｐ３

データ変換

標
本
情
報

標本データファイル 整形データファイル

Ｎｏ． 学名 和名 性別 採集地 採集日付

18676 Gallinago hardwickii (Gray) オオジシギ ♂ 宮城県栗原郡若柳 19890801

18677 Gallinago hardwickii (Gray) オオジシギ ♀ 宮城県栗原郡若柳 19890801

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・Ｎｏ． 学名 和名 Ｓｅｘ 性
別

県 Ｐｒｅｆ 市区町村 ・・・ 採集日付

18676 Gallinago

hardwickii (Gray)

オオジシギ Male ♂ 宮城県 Miyagi 栗原市 ・・・ 19890801

18677 Gallinago

hardwickii (Gray)

オオジシギ female ♀ 宮城県 Miyagi 栗原市 ・・・ 19890801

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・
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S-Net/GBIF登録データ作成の流れ
登
録
デ
ー
タ

Ｓｔｅｐ１
標本データ
入力

Ｓｔｅｐ２

事前整形

Ｓｔｅｐ３

データ変換

標
本
情
報

整形データファイル 登録データファイル

Ｎｏ． 学名 和名 Ｓｅｘ 性
別

県 Ｐｒｅｆ 市区町村 ・・・ 採集日付

18676 Gallinago

hardwickii (Gray)

オオジシギ Male ♂ 宮城県 Miyagi 栗原市 ・・・ 19890801

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・管
理
ID

・・・ ＧＢＩＦ

公開
フラグ

レコード種別 機関名 機関名
（日本語）

機関
コード

コレク
ション
コード

カタロ
グ番
号

・・・ 性別 性別

（日本
語）

・・・ 1 PreservedSpecimen Saito Natural 

History Museum
斎藤報恩会自
然史博物館

SNHM Aves 18676 ・・・ male ♂

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・・・・ 記録年月
日(始め）

・・・ 国 国(日
本語）

国地
域
コード

都道
府県

都道府
県(日本
語）

郡・市
区町村

郡・市区
町村(日
本語）

・・・ 学名 和名 ・・・

・・・ 19890801 ・・・ Japan 日本 JP Miya

gi

宮城県 Kurihara

city

栗原市 ・・・ Gallinago

hardwickii

(Gray)

オオジ
シギ

・・・

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

（続
き
）
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S-Net/GBIF登録データ

No 情 報 群 項 目 項目No

１ システム管理情報 管理ID、登録日時、更新日時、データセット管理番号、グローバルユニーク番号 1～5

２ 基本情報 データ登録日時、GBIF公開フラグ、レコード種別、機関名、機関名（日本語）、機関コー
ド、コレクションコード、カタログ番号

6～13

３ オカレンス情報 採集者番号、オカレンス備考、〃（日本語）、性別、〃（日本語）、生活型・世代型、〃
（日本語）、成熟状況、〃（日本語）、行動、〃（日本語）、生息環境、〃（日本語）、個体
群成立過程、〃（日本語）、処理・保存情報、〃（日本語）、カタログ旧番号・別番号、画
像への外部リンク、参照リンク、〃（日本語）、文献、〃（日本語）、塩基配列、関連分類
群（ホスト情報等）、〃（日本語）、過去の同定結果、〃（日本語）、サンプリング方法、
〃（日本語）、記録年月日（始め）、記録年月日（終わり）、記録年月日オリジナル表記、
記録年月日に関する備考、〃（日本語）

14～48

４ 位置情報 大陸、〃（日本語）、水域、〃（日本語）、島群、〃（日本語）、島、〃（日本語）、国、〃
（日本語）、国地域コード、都道府県、〃（日本語）、郡・市区町村、〃（日本語）、詳細
地名、〃（日本語）、地名オリジナル表記、最低海抜、最高海抜、最浅水深、最深水深、
メッシュコード、緯度（十進数表記）、経度（十進数表記）、測地系、緯度経度誤差半径、
緯度経度特定に関する備考、〃（日本語）、地名公開レベル、非公開情報に関する備
考、〃（日本語）、位置情報に関する備考、〃（日本語）

49～82

“Darwin Core最新版”に準拠した、９情報群、１７３項目。

赤字は必須項目。「～（日本語）」の項目はS-Netでのみ使用。
各項目の内容は「データ変換ツール利用者向けマニュアル」の１４～２０ページを参照。
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S-Net/GBIF登録データ（続き）
No 情 報 群 項 目 項目No

５ 分類情報 タイプ標本種別、タクソンID、学名、カテゴリー、界名（学名）、界名（日本語名）、門名

（学名）、門名（日本語名）、綱名（学名）、綱名（日本語名）、目名（学名）、目名（日本語
名）、科名（学名）、科名（日本語名）、属名（学名）、属名（日本語名）、亜属名（学名）、
亜属名（日本語名）、種小名、亜種以下のタクソン、分類群ランク、学名の著者、和名、
同定に関する補足情報、〃（日本語）、分類群に関する備考、〃（日本語）

83～
109

６ 参考情報 備考1（公開,日本語） 110

７ 非公開情報 備考2（非公開,日本語）、備考3（非公開,日本語）、採集・記録者(非公開）、．．．、経度
（十進数表記）（非公開）

111～
132

８ 古生物情報 上限の推定年代（累代・累界レベル）、〃（日本語）、下限の推定年代（累代・累界レベ
ル）、〃（日本語）、上限の推定年代（代・界レベル）、〃（日本語）、下限の推定年代
（代・界レベル）、〃（日本語）、上限の推定年代（紀・系レベル）、〃（日本語）、下限の
推定年代（紀・系レベル）、〃（日本語）、上限の推定年代（世・統レベル）、〃（日本語）、
下限の推定年代（世・統レベル）、〃（日本語）、上限の推定年代（階・期レベル）、〃
（日本語）、下限の推定年代（階・期レベル）、〃（日本語）、生層序帯（最下位）、〃日
本語）、生層序帯（最上位）、〃（日本語）、岩相層序名、〃（日本語）、層群、〃（日本
語）、層、〃（日本語）、部層、〃（日本語）、単層、〃（日本語）

133～
166

９ 命名情報 オリジナルの学名、原記載、原記載出版年、オリジナルの分類群ランク、命名規約、分
類学的ステータス、命名規約上のステータス

167～
173

NEW

NEW

赤字は必須項目。「～（日本語）」の項目はS-Netでのみ使用。
各項目の内容は「データ変換ツール利用者向けマニュアル」の１４～２０ページを参照。



登録データ：必須項目
GBIF公開フラグ
データ種別
英語の機関名の追加
博物館名
機関略号
標本コード
標本番号

採集地公開レベル

学名
界名
界名（日本語）

7. GBIF公開フラグ
8. レコード種別
9. 機関名
10. 機関名（日本語）
11. 機関コード
12. コレクションコード
13. カタログ番号

78. 地名公開レベル

85. 学名
87. 界名（学名）
88. 界名（日本語名）

２.基本情報

４.位置情報

５.分類情報

科名
属名 → 任意項目に
種小名

標本公開フラグ→ 項目なし（常に公開） 13

※グレーは旧形式

１：公開する

０：すべて公開

次のスライドで詳しく説明

次のスライドで詳しく説明

NEW

RENEW

RENEW

RENEW



登録データ：レコード種別

14

※グレーは旧形式

1 : specimen

2 : fossil

4 : living organism

3 : observation

5 : still image

7 : moving image

PreservedSpecimen

保存標本

FossilSpecimen

化石標本

LivingSpecimen

生体標本

HumanObservation

MachineObservation

観察・観測

MaterialSample

マテリアルサンプル

Occurrence

オカレンス

NEW

S-Net対象

S-Net対象

新種別が追加。 コード値（数値）はテキスト（文字列）に。

レコード種別



登録データ：界名

15

1 : Viruses

2 : Bacteria

3 : Archaea

4 : Protozoa

5 : Chromista

6 : Plantae

7 : Fungi

8 : Animalia

1 : ウィルス界
2 : 真正細菌界
3 : 古細菌界
4 : 原生生物界
5 : クロミスタ界
6 : 植物界
7 : 菌界
8 : 動物界

Viruses

Bacteria

Archaea

Protozoa

Chromista

Plantae

Fungi

Animalia

ウィルス界
真正細菌界
古細菌界
原生生物界
クロミスタ界
植物界
菌界
動物界

界名（学名）

界名（日本語名）

※グレーは旧形式

コード値（数値）からテキスト（文字列）に。
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データ変換ツール
� シンプルで使いやすく

• すべての項目をひとつの画面で対応付け、登録データ形式に変
換できる

• 項目の指定方法は次の２つのみ。
①入力ファイルの項目を指定する
②固定値を直接入力する

� エクセル形式のファイルに対応
• 従来のカンマ区切り形式（csv）に加え、エクセル形式（ｘｌｓｘ）にも
対応。

� データのクリーニング機能を強化
• 半角の項目に含まれる全角英数字を自動的に半角に変換など。

� データのエラーがよりわかりやすく
• データのエラー情報が入力ファイルの内容とともに出力。
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データ変換ツール
Excelマクロ有効ブックファイル

データ変換ツール.xlsm
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すでにあるデータセットに
標本データを追加する

昆虫類コレクション
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すでにあるデータセットに
標本データを追加する
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S-Net/GBIF登録データ作成の流れ
登
録
デ
ー
タ

Ｓｔｅｐ１
標本データ
入力

Ｓｔｅｐ２

事前整形

Ｓｔｅｐ３

データ変換

標
本
情
報

標本ラベル
標本目録
表形式ファイル
データベース
標本管理システム

標本データ

ファイル

整形データ

ファイル

S-Net/GBIF

登録データ
ファイル

標本情報から必要
な項目を取り出し、
表形式ファイルに
入力

登録データに合わせ
て、項目の分割や形
式の変換などを行っ
て整形

機関情報等を付加し
S-Net/GBIF登録用
データ形式に変換

・表作成ツール
・データベースツール
・シェルスクリプト
・プログラム など

・データ変換ツール【S-Net】・データ事前整形支援ツール【S-Net】
・自然史研究のための地名辞書
・沿岸地名についての地名辞書
・レッドリスト掲載種の自動判定ツール
・種名リスト など
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Step１：標本データの入力
標本データファイルの例

（続
き
）
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S-Net/GBIF登録データ作成の流れ
登
録
デ
ー
タ

Ｓｔｅｐ１
標本データ
入力

Ｓｔｅｐ２

事前整形

Ｓｔｅｐ３

データ変換

標
本
情
報

標本ラベル
標本目録
表形式ファイル
データベース
標本管理システム

整形データ

ファイル

S-Net/GBIF

登録データ
ファイル

標本情報から必要
な項目を取り出し、
表形式ファイルに
入力

登録データに合わせて、
項目の分割や形式の
変換などを行って整形

機関情報等を付加し
S-Net/GBIF登録用
データ形式に変換

標本データ

ファイル

・データ変換ツール【S-Net】・データ事前整形支援ツール【S-Net】
・自然史研究のための地名辞書
・沿岸地名についての地名辞書
・レッドリスト掲載種の自動判定ツール
・種名リスト など

・表作成ツール
・データベースツール
・シェルスクリプト
・プログラム など



7.GBIF公開フラグ １：公開する
8.レコード種別 PreservedSpecimen
9.機関名 Ｋａｗａｓｅｋｉ Ｍｕｎｉｃｉｐａｌ

Ｓｃｉｅｎｃｅ Ｍｕｓｅｕｍ
10.機関名（日本語） 川崎市青少年

科学館（かわさき宙と緑の科学館）
11.機関コード KMM
12.コレクションコード IN
13.カタログ番号

78.地名公開レベル 0：公開

85.学名
87.界名（学名） Animalia
88.界名（日本語） 動物界

24

Step２：事前整形
項目の対応確認（マッピング）：必須項目

青字は固定値を指定。
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Step２：事前整形

105.和名
95.科名（学名）
96.科名（日本語名）
97.属名（学名）
98.属名（日本語名）
101.種小名
104.学名の著者
103.分類群ランク
102.亜種以下のタクソン
44.記録年月日（始め）
45.記録年月日（終わり）
57.国
58.国（日本語）
60.都道府県
61.都道府県（日本語）
62.郡・市区町村
63.郡・市区町村（日本語）
64.詳細地名
65.詳細地名（日本語）
72.緯度（十進数表記）
73.経度（十進数表記）
17.性別
110.備考1（公開,日本語）
111.備考2（非公開,日本語）

×
×

固定値を直接入力

個人情報は受け取れません

個人情報は受け取れません

項目の対応確認（マッピング）：その他の項目

必須項目

固定値を直接入力
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Step２：事前整形
項目の結合

85.学名

属名（G列）と種小名（I列）を結合して
学名（AD列に）

【エクセル式】 =G2&" "&I2&" "&J2
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Step２：事前整形
整形データファイル

このファイルがデータ変換ツールの入力ファイルに。

（続
き
）
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Step２：事前整形
登録データの項目との対応確認（マッピング）まとめ

①入力ファイルの項目を指定 ②固定値を直接入力
登録データファイル 事前整形ファイル

7.GBIF公開フラグ 1：公開する

8.レコード種別 PreservedSpecimen
9.機関名 Municipal Science Museum　

10.機関名（日本語）
川崎市青少年科学館（かわさき
宙と緑の科学館）

11.機関コード KMM
12.コレクションコード IN
78.地名公開レベル 0：すべて公開
87.界名（学名） Animalia
88.界名（日本語） 動物界

登録データファイル 事前整形ファイル
13.カタログ番号 標本番号

17.性別 性別
44.記録年月日（始め） 採集年月日 (始め) 
45.記録年月日（終わり） 採集年月日 (終わり) 
57.国 採集場所：国
58.国（日本語） 採集場所：国（日本語）
60.都道府県 採集場所：都道府県
61.都道府県（日本語） 採集場所：都道府県（日本語）
62.郡・市区町村 採集場所：市区町村
63.郡・市区町村（日本語） 採集場所：市区町村（日本語）
64.詳細地名 採集場所：詳細
65.詳細地名（日本語） 採集場所：詳細（日本語）
72.緯度（十進数表記） 採集地緯度
73.経度（十進数表記） 採集地経度
85.学名 学名
95.科名（学名） 科名
96.科名（日本語名） 科名（日本語）
97.属名（学名） 属名
98.属名（日本語名） 属名（日本語）
101.種小名 種小名
102.亜種以下のタクソン 亜種以下のタクソン
103.分類群ランク 亜種以下のランク
104.学名の著者 学名の命名者
105.和名 一般名(和名）
110.備考1（公開,日本語） 備考1
111.備考2（非公開,日本語） 備考2（非公開）
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S-Net/GBIF登録データ作成の流れ
登
録
デ
ー
タ

Ｓｔｅｐ１
標本データ
入力

Ｓｔｅｐ２

事前整形

Ｓｔｅｐ３

データ変換

標
本
情
報

標本ラベル
標本目録
表形式ファイル
データベース
標本管理システム

標本データ

ファイル

整形データ

ファイル

S-Net/GBIF

登録データ
ファイル

標本情報から必要
な項目を取り出し、
表形式ファイルに
入力

登録データに合わせ
て、項目の分割や形
式の変換などを行っ
て整形

機関情報等を付加し
S-Net/GBIF登録用
データ形式に変換

・データ変換ツール【S-Net】・データ事前整形支援ツール【S-Net】
・自然史研究のための地名辞書
・沿岸地名についての地名辞書
・レッドリスト掲載種の自動判定ツール
・種名リスト など

・表作成ツール
・データベースツール
・シェルスクリプト
・プログラム など
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Step３：データ変換
(準備) データ変換ツールを入手してコピーし、名前を付けて

コレクションの専用に

データ変換ツール.xlsm → データ変換ツール_KMM-IN.xlsm

専用のデータ変換ツールを起動し、[入力ファイル名]に事前整形
ファイルを指定して、[マッピング]を選択

・マッピングの情報はxlsmファイルに保存されます。データセットごとに専用のデータ変換ツールを使うこと
をお奨めめします。
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Step３：データ変換
[入力ファイル項目名]欄のドロップダウンリストから、事前整形ファ
イルの項目を選択するか、「直接入力」を選択して、 [値の直接入
力]欄に値を入力

・入力ファイルの項目名がS-Net項目名と同じ場合は自動的に表示される。
→同じにしておくとマッピングが簡単にできる。→「（日本語）」に注意！

・記録年月日（始め）と記録年月日（終わり）は複数の項目を指定して結合可。
・マッピングを途中で中断する場合は、[設定保存]しておき、再開時に[設定読み込み]して継続。
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Step３：データ変換
すべての項目のマッピングを終えたら、[実行]を選択

→ マッピングチェック～データ検証～クリーニングが実行され、
登録用のデータファイルが作成される

S－Net/GBIF登録データファイル

このファイルを提供データとしてお送りください。

（続
き
）

完成
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データ変換ツールでできないこと
� 項目からの抽出・データ形式の変換

• 属名、種小名などを「学名から抽出」する機能、種々の形式の
「日付」や「緯度・経度」を変換する機能はなくなりました。
エクセルの関数などを利用して、登録データ形式に変換する
ようにお願いします。

� 学名などの綴りのチェック
• 種名リストなどの辞書をご利用ください。

� 機関コード、コレクションコードのチェック
• S-Netサイトで確認し、正しいコードをご指定ください。

� カタログ番号（標本番号）の重複チェック
• ファイル内に同じ番号の標本データがないかどうか、また、
すでに掲載済みの標本データと重複していないかどうか
ご確認ください。
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アウトライン

1. S-Net/GBIF登録データ作成の流れ

2. 登録データファイルの新しい形式

3. 新しいデータ変換ツールの使い方
－登録データ作成の流れに沿ってー

4. 平成３０年度の標本データ提供
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平成３０年度の標本データ提供
今年度は提供期限を２回に分けて設定

５月後半：

６月初旬：

６月中旬：

１２月末：

２月末：

新データ変換ツール公開
標本データ提供アンケートメール送付

標本データ提供アンケート回答期限
データ提供件数の調整

データ提供件数連絡および書類・様式送付

第１回標本データ提供期限

第２回標本データ提供期限

例年１２月に開催している「 21世紀の生物多様性研究ワークショップ」では、
今年度から提供可能となった「古生物標本」をテーマとして検討中。
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掲載中の標本データの変更
新しい形式に合わせて、S-Net/GBIFに掲載中の標本データにつ
いて、次のような変更の要望がでることが予想されます。

• 新しく追加されたオカレンス情報の[成熟状況]、 [行動]、 [生息環境]など
の情報を追記したい。

• タイプ標本について、新しく追加された命名情報の[原記載] や[原記載
出版年]などの情報を追記したい。

• これまで[備考１（公開）]に記載していた性別の日本語情報を[性別（日
本語）]に移動したい。

掲載済みのデータの変更については、期間を決めて要望を受け
つける方向で検討しておりますので、いましばらくお待ちください。

なお、変更の場合には、S-Netのデータベースからダウンロードした
新形式のデータをお送りしますので、そのファイルを変更してご提出
ください。
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今後の情報共有はS-Netサイトで
「参加機関・参加検討中の機関の方へ」向けたページで
S-Net/GBIFへの自然史標本情報データ提供について
ご案内してまいります。

みなさまのご意見をお寄せください。

• 標本データ提供のプロセス
• 生物多様性情報発信のためのツール など


